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地質調査所（現産業技術総合研究所）では、平成 7年度の補正予算により、兵庫県南部地震の際

に活動した野島断層（野島地震断層と小倉地震断層）のトレンチ調査を行った（第１図）。その結果、

小倉地震断層上の梨本第 1地点において、兵庫県南部地震に先立つ活動が約 2千年前にあったこと
を示す証拠を得た（第２図）。同じく小倉地震断層上の梨本第 2地点と第 3地点においても、一つ前
の活動の時期に関して、梨本第 1地点での調査結果と整合的なデータが得られた１）。また、梨本第
3 地点では、約 2 千年前の活動よりも古い活動が認められ、炭素同位体年代測定データから、その
年代は紀元前 1900～3000 年頃と見積もられた２）。野島地震断層上では、梨本第 4 地点（第１図）
において、一つ前の活動の時期として、約 1100～2400年前というデータが得られた１）。 
したがって、兵庫県南部地震の前に、小倉断層の存在を突き止め、詳しい活動履歴調査を行って

いれば、この断層が活動間隔 2～3千年、一つ前の活動からの経過時間約 2千年の、「要注意断層」
であることが地震前に分かった可能性が高い。しかし、この断層の存在を地震前に知り得たかとな

ると、地形・地質学的な証拠があまり明瞭でないことから、実際にはかなり困難であったと思われ

る。 
 一方、野島地震断層上の梨本第 4地点は、地震前であっても、周辺の地質学的データから、トレ
ンチ地点に選定された可能性が高い。したがって、兵庫県南部地震前に、野島断層の活動履歴調査

を行っていれば、野島断層の最新活動時期として、約 1100～2400年前というデータが得られたと考
えられる。 
 震災後に行った有馬-高槻構造線活断層系と淡路島東岸の東浦断層の調査により、これらは 1596
年伏見地震時あるいはそれに近い時代に活動したと考えられ、平均活動間隔は東浦断層が 1.4-2.2千
年、有馬-高槻構造線は約 2.5千年と見積もられた３）、４）（第１表）。淡路島中部の先山断層と神戸市
街背後の五助橋断層についても、震災後の調査により、1596年伏見地震の際に活動した可能性が指
摘されている５）、６）。 
 したがって、震災前に、同一の起震断層に属するこれら活断層の詳しい調査を行っていれば、野

島断層を 1596年伏見地震の際の“割れ残り”と捉えることも可能であったと考えられる（第３図の
右上参照）。しかしながら、神戸側の活断層の地下深部での活動を予測することはできなかったと考

えられる。 
（活断層研究センター 杉山雄一） 
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第１図 兵庫県南部地震に伴う地表地震断層とトレンチ調査地点１）

  Fig.1  Surface ruptures associated with the 1995 Hyogo-ken Nanbu earthquake and excavation survey sites. 
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第２図 小倉地震断層上の梨本第１地点におけるトレンチ壁面のスケッチ１) 
Fig.2 Log of the trench at Nashimoto No. 1 site on the Ogura earthquake fault. 
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第１表  淡路島中部～有馬-高槻構造線沿いの活断層（六甲起震断層）の調査結果７）

Table 1  Survey results of the Rokko seismogenic fault extending from central Awaji Island to the Arima-Takatsuki Tectonic Line. 
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第３図 六甲起震断層の活動史に関する１つのモデル８） 

Fig.3 A model of rupture history of the Rokko seismogenic fault. 
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